
　

２  大学入試センター試験を課す推薦入試 ２－(11) 〔教育学部 ５／１０〕

学　　部 教育学部

教科教育学専攻

美術教育専修

募 集 人 員 4  名

平成 27 年 1 月 26 日 （月）  から  平成 27 年 1 月 30 日 （金） まで

《最終日の17時までの必着に限ります。》

選 抜 期 日 平成 27 年 2 月 7 日 （土）

　１　志願者全員に面接を課します。（ 配点 400 ）

　２　大学入試センター試験の成績，面接の結果を総合して選抜します。

　 ※　自己の創作による作品１点を，学校長の証明書（志願者本人の自作であることを証明する学校

 　　長の押印のあるもの）とともに選抜日当日に持参してください。

　　 　なお，持参する作品は，志願者自身によって試験場建物内で移動させることができるサイズ・

　 　重量のものに限ります。

  ，

配 点 割 合

　（※１）「選択科目」を複数受験した場合は，最高得点の１科目を採用します。　

　　　　　ただし，『地理歴史，公民』は第１解答科目を対象とし，『理科』は「基礎付き科目」と

　　　　　「基礎なし科目」のうちから高得点の１科目（「基礎付き科目」を受験しなかった場合は，

　　　　　「基礎なし科目」の第１解答科目）を対象とします。

　（※２）『工業数理基礎』，『簿記・会計』及び『情報関係基礎』は，これらの科目を履修した人に

　　　　　限り選択できます。

　（※３）『英語』を選択した場合は，250点満点を200点満点に換算して使用します。

　　　　　「リスニング」を免除された場合は，「筆記200点」を満点とします。

配 点 合 計 　　600

　　大学入試センター試験において，大学で学ぶに際しての基礎学力の達成度を判断するとともに，

　面接において，主に意欲，表現力，論理的思考力等を中心に総合的に判断します。

　　平成27年３月高等学校卒業見込みの人で，27年度センター試験で本学が指定した上記の教科・科

　目を受験し，かつ次の各項に該当する，学力・人物が優れ，志願する専修への能力・適性等につい

　て，学校長が責任をもって推薦できる人

　（１）高等学校における学習成績概評がＢ段階以上の人

　（２）学校教育に熱意のある人で，専修に適性を有する人

対象となる学校
及　び 　　高等学校１校につき１名

推薦できる人数
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②①地理歴史，公民 ②

課程・専攻等

学校教育教員養成課程

出 願 期 間

大学入試センター試験で受験が必要な教科・科目（ 配点計 200  〔 500×2/5 〕 ）
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Ⅶ　選　抜　日　時

教育学部 　平成 26 年 11 月 22 日（土） 　 9：30～

農学部 　平成 26 年 11 月 22 日（土） 　 9：00～

人文社会科学部（昼間コース） 　平成 27 年 2 月 7 日（土）   10：00～

人文社会科学部（夜間主コース) 　平成 27 年 2 月 7 日（土）   10：00～

教育学部 　平成 27 年 2 月 7 日（土） 　 9：30～

情報学部 　平成 27 年 2 月 7 日（土） 　 9：00～

理学部 　平成 27 年 2 月 7 日（土） 　 9：00～

工学部 　平成 27 年 2 月 7 日（土） 　 9：00～

 【注意】試験前日または試験当日，最寄りの駅または試験場周辺で「合否至急電話」等の受付をする

 　者がありますが，これらの行為は，本学とは何ら関係ないものであり，これらのことから生じるト

　 ラブル等に対して，本学は一切責任を負いませんので十分注意してください。

Ⅷ　試　験　場

 < しずてつジャストラインバス > 美和大谷（みわおおや）線

 ＪＲ東海 静岡駅北口ﾊﾞｽﾀｰﾐﾅﾙ ⑧番のりばから

  『静岡大学経由 東大谷』行き →「静岡大学」 下車

　　○ バス乗車所要時間：約30分

   「静岡大学」下車：試験場まで徒歩約５分～15分

   「片山」    下車：試験場まで徒歩約15分～25分

 

 < 遠鉄バス >

 ＪＲ東海 浜松駅北口ﾊﾞｽﾀｰﾐﾅﾙ ⑮または⑯番のりばから

             →「静岡大学」 下車

　　○ 全所要時間：約20分

注１）試験場までの所要時間は交通事情により異なりますので，十分な余裕をもって出かけてく

  　ださい。また，天候不良や事故等により，利用予定の交通機関に乱れが生じるおそれのある

　　場合には，受験に支障のないよう少しでも早く受験地に到着するようにしてください。

注２）定期運行している交通機関の事故等により，各試験で定められた集合時間に間に合わない

  　場合は，直ちに，静岡大学入学試験事務室（電話054-238-4464, 4465）に連絡するとともに，

　　交通機関において，これを証明する書類の交付を受けてください。

注３）試験開始30分以上の遅刻者の受験は認められません。ただし，志望する学部より別途指示

　　基準により，受験を認めることがあります。

注４）地震等の災害，天候不良及び交通機関の事故等により，所定の試験日程による試験実施が

　　困難になる不測の事態が発生した場合は，試験開始時刻の繰り下げ等の措置を行うことがあ

　　ります。措置の詳細については，本学のホームページ等に発表しますので注意してください。

情 報 学 部

工 学 部

理 学 部

人文社会科学部

教 育 学 部

　　がある場合には，この限りではありません。なお，上記注２による遅刻者は，本学が定める

静岡大学
農 学 部

   『気賀･三ヶ日･奥山』行き等   全路線

静岡大学
情報学部

静岡大学
工 学 部

 浜松市中区
 城北3-5-1

農 学 部

　『静岡大学』行き   　       →「静岡大学」 下車

静岡大学
人文社会科学部

静岡大学
教育学部

   上記以外の『東大谷』行き   →「片山」 　　下車 静岡市駿河区
 大谷836

静岡大学
理 学 部

学　部

大学入試センター試験を課さない推薦

大学入試センター試験を課す推薦

交　　通　　機　　関実施場所 所 在 地
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教育学部 平成 26 年 11 月 28 日（金）

農学部 16 :00

人文社会科学部（昼間コース）

人文社会科学部（夜間主コース）

教育学部

理学部

農学部

情報学部

工学部

３　本学のホームページ及び携帯電話サイトにも「合格者受験番号リスト」を掲載します。
　閲覧できる期間は，合格発表日時から入学手続日までです。

　　[学部入試ＵＲＬ]　　　　  http://www.shizuoka.ac.jp/nyushi/

　　[携帯電話サイトＵＲＬ]　　http://daigakujc.jp/shizuoka/

１ 出 願 期 間

２ 出 願 方 法

 (１) 出願書類を取り揃え，本学所定の封筒（志願者ごとに別封筒とする）により，上記

    期間内までに必着するように【書留速達】で期日を指定するなどして，在籍高等学校

    から送付してください。（志願者が複数の場合には，高等学校で取りまとめて送付し

    ても構いません。） 志願者からの直接出願はしないでください。

 (２) 書類不備のものは受け付けません。

 〒422-8799

　静岡南郵便局留　静岡大学入学試験事務室

　  担当：学務部入試課 （ ℡ 054-238-4464,4465  ）

Ⅸ　合　格　発　表

Ⅹ　出　願　手　続

大学入試センター試験を課さない推薦

大学入試センター試験を課す推薦

平成 26 年 11 月 4 日（火）から平成 26 年 11 月 10 日（月）まで

《 最終日の17時までの必着に限ります。》

１　下記の日時・場所に掲示するとともに，合格者本人に通知します。

２　学校長には，別途選考の結果を通知します。

大学入試センター試験を課さない推薦

大学入試センター試験を課す推薦

　共通教育Ｌ棟掲示板
　（静岡キャンパス）

　共通教育Ｌ棟掲示板
　（静岡キャンパス）

出 願 先

平成 27 年 1 月 26 日（月）から平成 27 年 1 月 30 日（金）まで

《 最終日の17時までの必着に限ります。》

　学生支援棟玄関付近
　（浜松キャンパス）

平成 27 年 2 月 10 日（火）

16 :00
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   ＜募集要項に同封されている書類を使用して提出する出願関係書類＞

 （１）48ページの「記入例及び記入上の注意」を参考にしながら，49ページの
　　　 「入学志願票 控 」に記入し，その記入内容に誤りがないことを確認し
 　　　た後，黒のボールペンで記入してください。

 （２）大学入試センター試験を課す推薦入試への出願の場合は，大学入試セン
 　  　ター試験成績請求票（ 推薦 国公立推薦入試用 ）を貼ってください。

 （１）入学検定料 … 17,000 円（夜間主コースは，10,000 円）

 ２ 入学検定料関係  （２）同封の『払込取扱票』により，郵便局・ゆうちょ銀行（ゆうちょ銀行以
 　　　外の銀行からの払込みはできません。）の受付窓口で払込んでください。
 　　　ＡＴＭ（現金自動預払機）は利用しないでください。

 【注】①払込取扱票は，金額が「17,000円」のものと「10,000円」のものとが
　　　　 同封されています。金額を確認のうえ，「ご依頼人」欄（３カ所）に
　　　　 志望学部，住所，氏名（受験生本人）等を，黒または青色のボールペ
　　　　 ンで正確に必ず記入してください。

　　　 ②「振替払込請求書兼受領証」及び「振替払込受付証明書（入学検定料
　　　　 受付証明書）」を郵便局・ゆうちょ銀行の受付窓口から受け取る際に
　　　　 は，必ず，日附印の押印を確認してください。
　　　　（日附印のない場合には，出願書類を受理しません。）

 　　　③払込手数料は, 130円 です。

 （３）「 ≪入学検定料≫ 振替払込受付証明書貼付用紙」の所定欄に氏名等を
 　　　記入のうえ，『 振替払込受付証明書（入学検定料受付証明書） 』を貼り
 　　　付けて，他の書類といっしょに提出してください。

 【注】「振替払込請求書兼受領証」は，受験票を受け取るまで大切に保存して
       ください。

  　◎ 払込後の入学検定料は，52ページの「検定料の返還について」に掲げる
　   　場合を除き，いかなる理由があっても返還しません。

 ３ 合格通知受信用
  　あて名票

（受験票返送用）
   志願者の住所，氏名を記入し，必ず372円分の切手を貼ってください。

 【注】教育学部学校教育教員養成課程「教員養成特別枠」出願者は，｢学科等を
     志望する理由」に第２志望専攻・専修への志望理由を含めて記入してください。

　在籍(または在籍した)学校の長が作成してください。
 【注】①封筒に入れ，必ず静岡大学長宛ての「親展」としてください。
　　　 ②教育学部学校教育教員養成課程｢教員養成特別枠｣に出願する場合は，
　　　　 第２志望専攻・専修に対する適性等を含めて記入してください。

　　◎ 推薦書は,本学のホームページからもダウンロード可能です。
　 　  （http://www.shizuoka.ac.jp/nyushi/guide/index.html#a05 ）

（人文社会科学部　社会学科，言語文化学科　出願者用）
　　社会学科（15ページ, １編 ），言語文化学科（16ページ, １編 ）

（人文社会科学部 夜間主コース 出願者用）
　志願者本人が署名してください。(ボールペンまたは万年筆)

（人文社会科学部 夜間主コース 経済学科  出願者用）
　　所属長の証明（様式は自由。本学所定の「在職証明書・就職内定証明書」
  を使用しても差し支えありません。），身分証明書のコピーまたは内定通知
  のコピー等を入学手続時までに提出してください。証明書がない場合は，入
　学取消となることがあります。

（教育学部 生涯教育課程 生涯スポーツ専攻 出願者用）
　在籍学校の長が作成してください。(ボールペンまたは万年筆)

３ 出願書類等

 ７ 作　文

 ９ 在職証明書
　　　または

　 就職内定証明書
　 （入学手続時までに提出）

 ８ 確　約　書

 ５ 志　望　書

 １ 入学志願票
　 （推薦入試用）

 ６ 推　薦　書

　志願者本人が作成してください。(ボールペンまたは万年筆)

　合格通知書を受け取る場所の郵便番号，住所，氏名を記入してください。

 ４ 返信用封筒

 10 運動歴調査書

≪入学検定料≫
振替払込受付証明書
貼付用紙
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   ＜出願者が用意して提出する出願関係書類＞

 １ 調　査　書  　在籍（または在籍した）学校の長が作成してください。

　　（全　員）   【注】封筒に入れ，必ず静岡大学長宛ての「親展」としてください。

 ２ 技術実践報告書 　学校教育教員養成課程技術教育専修に出願する人は，13ページ及び本ページ

　　（教育学部） 　の < 「技術実践報告書」の作成について > により，学校長の証明を付けて提出

　してください。　

 ３ 英語力証明書 　学校教育教員養成課程英語教育専修（27ページ）に出願する人は，英語力試

　　（教育学部） 　験の証明書（合格証書またはスコアレポート）のコピーを提出してください。

 ４ 創作作品等 　学校教育教員養成課程美術教育専修（25ページ ）に出願する人は「作品自作

　　（教育学部） 　証明書」を，芸術文化課程美術・デザイン専攻（13ページ ）に出願する人は

　「作品自作証明書」及び「デッサン自作証明書」を学校長の証明を付けて選

　抜当日に創作作品と一緒に持参してください。

　◎「作品自作証明書」及び「デッサン自作証明書」の書式は，本学のホーム

　　ページを参照してください。各証明書は，ダウンロード可能です。

　　　（http://www.shizuoka.ac.jp/nyushi/guide/index.html#a05 ）

　　※ 受験票・写真票についての注意

 　　　　(１) 受験票・写真票は，受理した志願票の記入事項を電子計算機に登録し作成します。

 　　　　(２) 受験票・写真票及び受験上の注意等を，大学入試センター試験を課さない推薦は

  　　　　  平成26年11月14日（金）頃までに，大学入試センター試験を課す推薦は平成27年２

 　　　　 　月４日（水）頃までに，志願者あてに【 速達 】で郵送します。届かない場合は，

 　　　　 　至急，入試課まで連絡してください。

 　　　　(３) 届いた受験票・写真票の記載事項を確認し，誤りがあった場合は，至急，入試課

 　　　　 　まで連絡してください。

 　　　　(４) 受験票・写真票の写真欄に写真(４cm×３cm，白黒・カラーいずれでも可)を貼っ

　 　　　 　て，試験日当日に持参してください。受験票・写真票は切り離さないでください。

　　 ※ 教育学部学校教育教員養成課程技術教育専修 「技術実践報告書」の作成について

 　報告書は，Ａ４用紙で３ページ以内（用紙の指定，字数の制限はない。）に納めて，左

 側をホッチキスで止め二つ折りのうえ，他の出願書類とともに提出してください。

　 なお，写真（枚数・位置の指定はない。）がある場合は，３ページの中に貼ってください。

   また，面接の会場には製作品の実物などを持ちこまないでください。

【１枚目】 　　 【２枚目】

　　　 （表）　  　　　   　　（裏） 　　　       （表）　  　　　   　 　（裏）

１ページ ２ページ

技術実践報告書

表 題

（ 証 明 者 ）
学 校 長 名

志願者氏名

３ページ

平成　　年　　月　　日

印
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　【 大学入試センター試験を課す推薦 】  （課さない推薦は前ページ）

学　部
コード

学科等
コード

 人文社会科学部 １４  社会学科 １０

 （昼間コース）  言語文化学科 ２０

 法 学 科 ３０

 経済学科 ４０

 人文社会科学部 ２４  法 学 科 ３０

（夜間主コース）  経済学科 ４０

 教育学部 ３４  学校教育教員養成課程  発達教育学専攻  教育実践学専修 ０１

 教育心理学専修 ０２

 特別支援教育専攻 ０７

 教科教育学専攻  国語教育専修 ０８

 社会科教育専修 ０９

 数学教育専修 １０

 理科教育専修 １１

 音楽教育専修 １２

 美術教育専修 １３

 保健体育教育専修 １４

 家庭科教育専修 １６

 英語教育専修 １７

 生涯教育課程  生涯スポーツ専攻 １９

 国際理解教育専攻 ２０

 総合科学教育課程  総合科学専攻 ２１

 情報学部 ４４  情報科学科 １０

 情報社会学科 ２０

 理学部 ５４  数 学 科 １０

 物理学科 ２０

 化 学 科 ３０

 生物科学科 ４０

 工学部 ６４  機械工学科 １０

 電気電子工学科 ２０

 電子物質科学科 ３０

 化学バイオ工学科 ４０

 数理システム工学科 ５０

 農学部 ８４  共生バイオサイエンス学科 １０

 応用生物化学科 ２０

 環境森林科学科 ３０

学　部
(コース)

　　　　　　　　学　科 ・ 課　程　 等
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古紙配合率100％再生紙を使用しています。古紙配合率100％再生紙を使用しています。古紙配合率100％再生紙を使用しています。
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